













































































































































字体 語音 A 語音 B
自称 我 ガイ　　　　　gai ゴー　　　　goo
対称 爾（的） ニーテ°ツ　　niithetsu





































字体 語音 A 梅県音 　　MACHIVER(1926)
我 ガイ「𠊎」 𠊎 ŋai˩ pp.519. 我 Ngo.I,we.Our’s:mine,Theproper
characterisNgó.Coll.IsNgái.
爾 ニー pp.525爾 Ni.You.Yours.Coll.Ni,
伊 キー 佢 ki˩ pp.254.（伊）佢 .Thethirdpersonalpronoun,
He,she,it．ThecharacterisreadKhî.
阮的 ガイガイ 阮：gun53（厦）guan53（漳）
甚麼 マカイ 乜个mak˩kɛ pp.451. 甚麼 :乜個mak kài:what?
『新語書』（044）の「阮的（上段）ガイガイ「私共ノ」（下段）については、
















『新語書』では “ 去：キー（*k‘i）”、“ 舉：キー（*k‘i）”、“ 捲：キエン
































































及した語音 A、語音 B の二層が混在していることの証しであろう。
音価について、遠藤雅裕2016は /ʐ/ 音（Fricative Retoraflex：そり舌音）








（4） 中古音の以母、影母、云母音字がサ行濁音で表記されており Fricative 
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